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研究成果の概要（和文）：本研究では、現代医療の場面でみられる身体への技術的介入の諸形式を検討すること
で、人為性と自然性といった従来の認識フレームワークの諸前提を再検討した。特に、行動経済学の知見を用い
た制度的な介入のあり方や、環世界論に着目した人類学的技術論について検討を行った。技術的介入の形式を問
うことは、価値や秩序の変容が、個人の身体にとどまらず、社会体（social body）の変容を理解する上でも必
要になる。そしてこれは、AIをはじめとする新技術の社会受容を考える際にも避けてとおれないテーマとなる。

研究成果の概要（英文）：In this study, we reconsider the assumptions of the traditional cognitive 
framework, such as humanity and naturality, by examining the forms of technical interventions to the
 human body seen in the context of modern medical practices. In particular, we examined the state of
 institutional interventions seen in behavioral economics and redefined the concept of technology 
from the perspective of Umwelt. The question of the form of technological intervention also requires
 the understanding of the transformation of social values, not only in the individual's body, but 
also in the social body. And it is a theme that can not be avoided when considering the social 
acceptance of emerging technologies such as AI.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
現代の社会は知識基盤社会であり、科学技術の応用によって生活環境にも大きな変化がもたらされる。このと
き、技術的な解決は、別のコンテクストで別の問題を生み出すことがわかっており、現代社会の理解には、そう
した動態をとらえるための一貫した技術観が必要となる。新技術の導入にともなう倫理的問題やリスクの問題
も、人間性や人間の本姓に立ち返ることでは扱いきれないのが実情であり、技術に根ざした人間性を理解するた
めの概念と方法が必要になる。環世界論は、こうした技術論を展開するうえで重要な視点をもたらしてくれる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

現代の医療人類学では、身体と技術の関係性から社会の再編プロセスを明らかにすることが、

重要な研究課題になっている。人間が生きる世界の人為性や自然性、そして身体にとっての他

者性を再定義する、新しい技術論を構築することが、重要な研究テーマとなる。 

 

２．研究の目的 

現代の医療実践を事例として、技術的環境の動態を明らかにすることから社会性や身体性を問

い直す。 

 
 
３．研究の方法 

フィールドワークを実施し、基礎的なデータの収集と分析に努める。プラグマティズムの真理

論に注目しながら、医療現場でみられる実践の意味を理論的な観点から考察する。こうした作

業を通じて、科学的な知識の製作プロセスや、宗教的経験に伴う知識の製作プロセスといった

先行研究との比較をとおして、技術的‐身体的な実践から生み出される知識と秩序の特徴を明

らかにする。そして、技術によって媒介された生の問題を、従来の技術論のなかに位置付けて

理解する。 

 
４．研究成果 
 
本研究では、現代医療の場面でみられる身体への技術的介入の諸形式を検討することで、人為
性と自然性といった従来の認識フレームワークの諸前提を再検討した。行動経済学の知見を用
いた制度的な介入のあり方については、臓器移植の提供数増加のためになされる制度設計が、
従来の文化論に対して新しい論点をもたらすこと、また同時に政策的介入が大きな倫理問題を
内包していることを明らかにした。環世界論に着目した人類学的技術論の検討については、人
類学の学説史のなかにみられる技術論の再検討を行い、現代の科学技術社会論や科学技術の人
類学との接点を明らかにし、今後の研究の展望を示した。技術的介入の形式を問うことは、価
値や秩序の変容が、個人の身体にとどまらず、社会体（social body）の変容を理解する上でも
必要になる。そしてこれは、AIをはじめとする新技術の社会受容を考える際にも避けてとおれ
ないテーマとなる。新しい研究テーマとして、自動運転技術の導入を事例とした社会秩序の再
編プロセスについて検討を開始した。 
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